
安来市告示第 123号 の 3

安来市公立幼児教育・保育施設のあり方検討委員会設置要綱を次のように定める。

令不日8年 5月 29日
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安来市公立幼児教育・保育施設のあり方検討委員会設置要綱

(設置)

第 1条 安来市における出生数減少を踏まえ、市立幼児教育・保育施設の今後のあ

り方について検討するため、安来市公立幼児教育・保育施設のあり方検討委員会

(以下「委員会」という。)を設置する。

(定義)

第 2条  この告示において「幼児教育・保育施設」とは、安来市立幼稚園設置条例

(平成 16年安来市条例第89号)第 2条第 1項に規定する幼稚園、同条第 2項

に規定する幼稚園型認定こども園、安来市立保育所条例 (平成 16年安来市条例

第 124号)第 2条第 2項に規定する保育所、同条第4項に規定する保育所型認

定こども園及び安来市立認定こども園条例 (平成 27年安来市条例第 14号)第

2条第 2項に規定する認定こども園をいう。

(所掌事項)

第 3条 委員会は、次に掲げる事項について検討し、その結果を市長に報告する。
(1)公立幼児教育・保育施設のあり方に関すること。

(2)公立幼児教育・保育施設の現状の調査及び研究に関すること。

(3)前各号に掲げるもののほか、委員会が必要と認める事項

(組織)

第4条 委員会は、委員 11人以内で組織する。
2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱又は任命する。

(1)学識経験を有する者

(2)幼児教育 。保育施設担当部長

(3)公立幼児教育 。保育施設長

(4)公立幼児教育・保育施設を利用している子どもの保護者の代表者

(5)私立保育施設代表者

(6)市職員労働組合代表者

(7)地域代表者

(8)その他市長が必要と認める者

(委員の任期)

第 5条 委員の任期は、委嘱又は任命の日から所掌事項の検討結果を市長に報告す



るまでとする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

(委員長及び副委員長 )

第 6条 委員会に委員長及び副委員長各 1人を置き、委員の互選によりこれを定め

る。

2 委員長は、会務を総理する。

3 副委員長は、委員長を補佐 し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けた

ときは、その職務を代理する。

(会議 )

第 7条 委員会の会議は、委員長が招集 し、委員長がその議長となる。

2 会議は、委員の半数以上が出席 しなければ開くことができない。

3 会議の議事は、出席 した委員の過半数で決 し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。

(書面による議決 )

第 8条 前条の規定にかかわらず、委員長が災害等やむを得ない事情により会議を

開催することが困難 と判断 したときは、書面により委員の賛否を求め、その結呆

をもつて会議の議決に代えることができる。

(関係者の出席 )

第 9条 委員会は、その審議上必要があると認めるときは、審議に関係のある者の

出席を求めて意見を聴 くことができる。

(庶務 )

第 10条 委員会の庶務は、幼児教育・保育施設担当課において処理する。

(守秘義務 )

第 11条 委員は、職務上知 り得た秘密を漏 らしてはならない。その職を退いた後

も、同様 とする。

(その他 )

第 12条  この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員

長が別に定める。

附 則

(施行期 日)

この告示は、令和 8年 6月 1日 から施行する。


